
教
育
基
本
法
の
改
定

問
　

現
基
本
法
は
、「
大
日
本
帝
国

憲
法
」「
教
育
勅
語
」
が
第
二
次

大
戦
に
お
け
る
多
大
な
犠
牲
を

招
い
た
原
因
に
な
っ
た
こ
と
へ

の
痛
切
な
反
省
に
立
っ
た
画
期

的
な
も
の
で
、
現
憲
法
と
と
も

に
厳
正
に
堅
持
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

今
回
の
改
正
は
、
現
基
本
法

の
普
遍
的
な
理
念
は
変
え
る
こ

と
な
く
、
新
た
に
必
要
な
も
の

が
加
わ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問
　

袋
井
市
の
現
状
か
ら
、
推
進

諸
者
が
言
う
よ
う
に
、
学
力
の

低
下
、
少
年
非
行
増
、
学
校
の

荒
れ
等
の
マ
イ
ナ
ス
現
象
を
現

基
本
法
に
八
つ
当
た
り
的
に
関

係
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

答

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み
合

っ
て
い
る
た
め
、
現
基
本
法
に

直
接
の
原
因
を
求
め
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
カ
バ
ー
し
き
れ
な

い
要
因
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
あ
る
。

地
域
問
題
に
つ
い
て

問
　

小
野
田
八
号
線
改
良
の
残
部

の
実
行
、山
田
川
砂
防
堰
堤
、
小

笠
沢
川
、
法
多
沢
川
の
浚
渫
促

進
の
県
へ
の
働
き
か
け
強
化
を
。

答

小
野
田
八
号
線
の
残
部
は
、

地
権
者
の
同
意
、
協
力
が
得
ら

れ
次
第
、
事
業
化
し
、
山
田
川

の
砂
防
堰
堤
、
小
笠
沢
川
と
法

多
沢
川
の
浚
渫
は
、
県
に
対
し

て
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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広
岡
宥
樹
議
員

総
合
公
園
に
つ
い
て

問
　

袋
井
市（
旧
）総
合
運
動
公
園

建
設
予
定
地
（
村
松
地
内
）
に
、

市
民
霊
園
を
初
め
、
市
民
会
館
、

体
育
館
、
資
料
館
・
博
物
館
等

一
体
的
に
集
中
さ
せ
、
総
合
公

園
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

答

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
総

合
計
画
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て

明
確
に
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

と
と
も
に
、
適
切
な
配
置
に
つ

い
て
の
判
断
を
し
た
い
。

駐
車
場
不
足
に
つ
い
て

問
　

袋
井
北
公
民
館
、
袋
井
北
小

学
校
、
市
民
体
育
館
の
駐
車
場

不
足
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答

袋
井
北
公
民
館
で
は
、
幼
稚

園
の
駐
車
場
利
用
や
Ｊ
Ａ
等
の

駐
車
場
を
お
借
り
し
対
応
し
て

い
る
。
袋
井
北
小
学
校
は
、
校

舎
の
増
設
と
あ
わ
せ
、
検
討
し

た
い
。
市
民
体
育
館
は
、
建
て

か
え
を
検
討
す
る
時
期
で
あ
る

の
で
、
当
面
は
、
現
在
の
駐
車

場
で
対
応
し
た
い
。

県
人
会
設
立
に
つ
い
て

問
　

県
人
会
の
存
在
を
知
ら
し
め

る
た
め
、
広
報
紙
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

等
の
支
援
が
で
き
な
い
か
。

答

協
働
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
ふ
ら
っ
と
」
の
活
用
や
公
共
施

設
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
、

「
広
報
ふ
く
ろ
い
」
を
通
じ
て
も

紹
介
し
た
い
。

村
松
　
尚
議
員

赤尾橋から見た小笠沢川の様子

袋井北公民館の駐車場


